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部活動の地域移行

〜スクール・コミュニティクラブ ひらの倶楽部の実践〜

大阪教育大学附属高等学校平野校舎の生徒および教職員、PTA、OB・OG会、ならびに地域住民に対して

①日常生活の中で自発的に運動やスポーツ及び音楽･芸術･学問などの文化を楽しむ機会を提供する

②構成する団体や構成員相互の親睦を図る

③広く附属平野地区及び周辺地域における文化の振興と地域社会における健康で明るく豊かな生活の実現貢献する

▶︎令和3年3月9日 スクール・コミュニティクラブ ひらの倶楽部の設立に

（１）スポーツ及び音楽･芸術･学問などの文化を楽しむ機会の増加 ▶︎ 多様な事業によって様々な楽しみを享受

（２）学校（生徒、教員）と地域（OB・OG、地域住民、保護者）の交流が増加 ▶︎ 交流事業によって多世代交流が促進

（３）教員の部活動負担が軽減 ▶︎ 専門的指導者派遣によって教員の質的（精神的）、量的（時間）負担が軽減

（４）生徒の学習機会が増加 ▶︎ マネジメント、コンディショニング等の学習

・クラブマネジャー人材の確保 ▷ 大学生スタッフの活用・高校生のマネジメント学習機会の増加（人材育成）

・クラブ理解の促進 ▷ 説明会の実施・事業展開の拡充

・予算確保 ▷ 会費システムの構築と工夫

目的

組織図

成果

今後の課題 ▷ 解決方策

学校内事業 交流事業（学校・地域） 地域事業
事業名 対象 内容

専門的指導者派遣 高校運動部活動
専門的指導者を必要としている部活動に
対して専門的指導者を派遣する。
指導者は本校OBOG・非常勤講師等

トレーニング講習会 高校運動部活動
運動部活動に共通するトレーニングに関
する知識・技能の習得を目的として、専
門的講師を招き講習会を実施する。

エリア開放 高校生
気軽にスポーツができる環境整備を目的
として、昼休みまたは放課後に体育館を
開放する。

新種目体験教室 高校生
経験したことがない種目の体験機会の創
出を目的として、体験教室活動を行う。

事業名 対象 内容

ヨガ教室 幼稚園〜高校生の保
護者・地域住民

地域住民と幼稚園〜高校生の保護者
の運動・スポーツ環境の整備の一環
として実施する。
ヨガ教師の指導者は本校卒業生の保
護者。

サークル活動 幼稚園〜高校生の保
護者・地域住民

地域住民と幼稚園〜高校生の保護者
の運動・スポーツ環境の整備の一環
として実施する。
体育館やテニスコートを開放しス
ポーツの場を提供する。

事業名 対象 内容

小学生遊び教室 小学生

小学生の遊ぶ機会の充実を目的とし
て高校生が指導者となり、小学生に
遊びを教えながら共に楽しむ。遊び
の計画・指導は高校生が担当し、指
導に関する研修を受ける。

中学生多種目体験活動 中学生

中学生時の多種目の体験機会を目的
とする。体験種目は高校部活動の種
目を基本として、1人が複数種目体験
できるよう設定する。
活動の指導・運営は高校部活動員

OBOG交流戦 OBOG会
高校部活動

高校部活動（現役生）とOB・OGとの
交流戦を実施する。

指導者研修会 外部指導者
各部活動代表生徒

部活動を指導するために必要な知
識・技能に関する研修会を実施する。
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